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安
倍｢

暴
走｣

政
治
ス
ト
ッ
プ
を
誓
う

　

針路

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
に
８
０
０
人

　

   

５
月
１
日
、
高
知
市
中
央
公
園
で
第
８
５
回
高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ

れ
、
要
求
を
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
持
っ
た
労
働
組
合
や
民
主
団
体
な
ど
８

０
０
人
が
参
加
し
、
「安
倍
内
閣
打
倒
」な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
議
し
ま
し
た
。
集

会
終
了
後
は
デ
モ
行
進
を
行
い
、
憲
法
改
悪
反
対
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

 

　

「
憲
法
９
条
を
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
に
」
の
推
薦
が
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会

に
受
理
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー

ス
が
４
月
上
旬
流
れ
た
。
正
確
に
は
、
受

賞
対
象
は
個
人
か
団
体
の
た
め
平
和
憲

法
を
守
っ
て
き
た
国
民
が
候
補
者
と
な

る
▲
こ
の
運
動
は
神
奈
川
県
の
主
婦
が

昨
年
５
月
に
ネ
ッ
ト
上
で
始
め
た
も
の
。

そ
の
後
実
行
委
員
会
が
作
ら
れ
運
動
が

広
が
っ
た
。
Ｈ
Ｐ
に
は
「世
界
各
国
に
平

和
憲
法
を
広
め
る
た
め
に
、
日
本
国
憲

法
、
特
に
第
９
条
を
保
持
し
て
い
る
日

本
国
民
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
与
し
て

く
だ
さ
い
」
と
の
署
名
の
呼
び
か
け
が
あ

る
▲
待
て
よ
、
日
本
国
民
？
そ
の
中
に

は
当
然
安
倍
晋
三
氏
も
含
ま
れ
る
。

憲
法
９
条
を
解
釈
で
変
更

（空
文
化
）

し
、
日
本
を

「戦
争
を
す
る
国
」
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
安
倍

首
相
が
受
賞
の
た
め
の
最
大
の
障
害
物

と
な
る
。
１
０
月
１
０
日
が
受
賞
の
発

表
。
「限
定
容
認
論
」
含
め
て

「集
団

的
自
衛
権
」
の
容
認
を
許
し
て
は
な
ら

な
い
。
候
補
受
理
は
そ
の
運
動
への
エ
ー

ル
な
の
か
▲
安
倍
首
相
の
大
叔
父
の
佐

藤
栄
作
氏
は
１
９
７
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
受
賞
理
由
の

一
つ
が

「非
核
三
原
則
」
で
あ
っ
た
が
、

沖
縄
返
還
交
渉
当
時
の
ニ
ク
ソ
ン
元
米

大
統
領
と
の
核
持
ち
込
み

「密
約
」
が

２
０
０
９
年
末
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の
賞
の
返
上
と
新
た
な
平
和
賞
の
国
民

的
受
賞
が
、
日
本
の
平
和
への
道
行
き

を
確
固
な
も
の
に
す
る
だ
ろ
う
。
（田
）

   

柳
代
表
委
員
か
ら
開
会
宣
言
が
高
ら

か
に
宣
言
さ
れ
、
田
口
代
表
委
員
の
主

催
者
挨
拶
で
は
、
「日
本
の
歴
史
は
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
戦
争
を
す
る
国
への
戸
口
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
内
閣
は
新
自
由

主
義
を
掲
げ
る
と
同
時
に
、
反
動
的
右

翼
的
な
政
権
で
あ
り
、
世
界
的
に
見
て

も
極
め
て
特
異
な
政
権
で
あ
る
。
そ
の

や
り
方
は
ま
さ
に
『ナ
チ
の
手
口
』
そ
の

も
の
。
そ
の
手
法
は
、
①

『俺
が
最
高

責
任
者
、
俺
が
最
終
判
断
し
て
決
め
る
』

と
い
う
『オ
レ
オ
レ
』
詐
欺
の
手
法
。
②

過
大
な
要
求
を
し
て
、
そ
の
後
小
さ
な

本
命
の
要
求
を
出
す
『譲
歩
的
依
頼
』。

集
団
的
自
衛
権
の
「限
定
容
認
」
論
。

③
財
界
に
は
法
人
税
引
き
下
げ
の
お
土

産
付
き
、
労
働
者
に
は
労
働
法
制
の
大

改
悪
の
お
荷
物
付
き
で

『賃
上
げ
要

請
』
を
行
う
『ウ
ソ
の
繰
り
返
し
』
で
あ

る
。
団
結
し
て
権
利
は
闘
っ
て
こ
そ
守
ら

れ
る
。
メ
ー
デ
ー
の
伝
統
を
今
の
情
勢

に
合
わ
せ
て
発
展
さ
せ
、
平
和
、
民
主

主
義
、
そ
し
て
労
働
者
の
権
利
を
守

り
、
生
活
向
上
を
め
ざ
し
共
同
を
大
き

く
広
げ
て
闘
い
抜
こ
う
。
」と
大
き
な
共

同
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　 

来
賓
は
、
日
本
共
産
党
か
ら
浜
川
ゆ

り
子
常
任
委
員
、
消
費
税
を
な
く
す

高
知
県
の
会
か
ら
金
子
陽
子
事
務
局

長
、
憲
法
懇
談
会
か
ら
井
垣
正
利
氏

が
出
席
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
消

費
税
増
税
、
憲
法
改
悪
な
ど
の
問
題

が
語
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
方
か
ら

も
「共
同
を
さ
ら
に
広
げ
、
安
倍
内
閣

の
暴
走
を
止
め
て
い
こ
う
。
」と
決
意
表

明
と
激
励
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　 

参
加
者
か
ら
の
決
意
表
明
は
、
①
高

知
大
学
教
職
員
組
合
か
ら
中
道
一
心

中
央
副
執
行
委
員
長
が
合
意
な
し
の
賃

金
引
き
下
げ
反
対
の
裁
判
に
つ
い
て
、

②
高
知
県
医
労
連
か
ら
川
村
寿
美
子
執

行
委
員
長
が
賃
上
げ
の
獲
得
に
つ
い
て
、

③
高
知
県
教
職
員
組
合
か
ら
畑
山
和
則

書
記
長
が
全
教
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
教
職
員

の
残
業
問
題
に
つ
い
て
、
④
郵
政
産
業

労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
筒
井
潤
支
部
長
が

郵
政
職
場
で
の
非
正
規
職
員
の
均
等
待

遇
を
求
め
る
要
求
と
自
爆
営
業
の
根
絶

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
奮
闘
す
る

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　 

そ
の
後
、
大
原
代
表
委
員
か
ら
メ
ー

デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
と
決
議
案
が
提
案
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
の
満
場
の
拍
手
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
中
根
代
表
委
員
に
よ

る
閉
会
宣
言
後
は
帯
屋
町
ア
ー
ケ
ー
ド

と
電
車
通
り
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　 

デ
モ
行
進
終
了
後
に
は
プ
ラ
カ
ー
ド
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
新
日
本
婦
人
の
会
が

１
位
に
輝
き
ま
し
た
。
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集
団
的
自
衛
権
を
考
え
る

　
安
倍
首
相
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
を
解
釈
改
憲
に
よ
っ
て
狙
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
は
、
憲
法
９
条
を
形
骸
化
さ
せ
、
海
外
で
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
す
。
今
号
で
は
、
集
団
的
自
衛
権
と
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

④
県
内
の
護
憲
運
動

　
　
高
知
県
で
は
、
昨
年
の
参
議
院
選

挙
の
際
に
議
論
と
な
っ
た
憲
法
９
６
条
改

正
の
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
憲
法
を
守

る
共
同
の
取
り
組
み
が
呼
び
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。
路
面
電
車
を
利
用
し
、
憲
法

会
議
や
平
和
委
員
会
、
県
労
連
が
走

ら
せ
た
「憲
法
９
条
号
」
や
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
の
「平
和
憲
法
号
」
の
取
り
組

み
は
、
マ
ス
コ
ミ
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外

か
ら
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　 

そ
れ
と
並
行
し
、
護
憲
団
体
が
事
務

局
と
な
り
弁
護
士
や
大
学
教
員
な
ど
の

有
識
者
に
よ
っ
て
、
「憲
法
懇
談
会
」
が

つ
く
ら
れ
、
憲
法
９
６
条
ア
ピ
ー
ル
を
発

表
し
、
憲
法
に
関
す
る
連
続
学
習
会
を

開
催
し
、
憲
法
問
題
の
世
論
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
憲
法
記
念
日

の
５
月
３
日
に
は
、
初
と
な
る
共
同
で
の

憲
法
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
統
一

の
護
憲
集
会
の
開
催
は
大
変
意
義
の
あ

る
も
の
で
す
。

　 

憲
法
懇
談
会
で
は
、
引
き
続
き
講

演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宗

教
団
体
や
保
守
層
も
呼
び
掛
け
た
、

集
団
的
自
衛
権
に
反
対
す
る
ア
ピ
ー
ル

の
発
表
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

⑤
電
車

「憲
法
９
条
号
」

　

土
佐
電
鉄
は
、
憲
法
が
政
治
問
題

化
し
た
と
し
て
、
「憲
法
９
条
号
」
電

車
の
運
行
を
拒
否
し
て
お
り
、
こ
の

問
題
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
電
に
抗
議
す

る
と
同
時
に
、
「ピ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」
の

行
事
案
内
を
掲
載
す
る
な
ど
、
土
電

への
新
し
い
提
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
労
働

者
や
県
民
が
平
和
と
民
主
主
義
、
国

民
主
権
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

①
世
界
の
認
識
「戦
争
は
違
法
」

　
国
連
は
、
自
国
が
攻
撃
を
受
け
た
場

合
に
の
み
反
撃
す
る
、
「個
別
的
自
衛

権
」
や
同
盟
を
結
ん
で
い
る
国
が
攻
撃

を
受
け
た
場
合
に
、
同
盟
国
と
共
に
又

は
同
盟
国
に
代
わ
っ
て
反
撃
す
る
こ
と
の

で
き
る
「集
団
的
自
衛
権
」
は
認
め
る

（※
）
も
の
の
、
基
本
姿
勢
と
し
て
は
、

戦
争
を
『違
法
』
と
し
、
集
団
的
安
全

保
障
と
い
う
仕
組
み
で
、
国
家
は
お
互

い
に
秩
序
を
保
つ
よ
う
に
努
力
、
平
和

を
乱
す
国
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
集
団
で
反
撃
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

②
行
使
容
認
は
解
釈
で
は
不
可
能

　
　
一
方
、
歴
代
の
日
本
政
府
は
一
貫

し
て
、
「集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
自

衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
組

織
」
を
超
え
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て

し
、
「日
本
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
戦
争
に

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
て
参
戦
す
る

こ
と
も
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決

議
の
あ
る
多
国
籍
軍
に
派
兵
し
て
参
戦

す
る
こ
と
も
違
憲
で
あ
る
。
」と
し
て
き

ま
し
た
。
現
行
憲
法
で
は
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
は
不
可
能
で
す
。
そ
の

為
、
自
民
党
自
身
も
解
釈
改
憲
で
は

③
容
認
を
押
し
進
め
る
安
倍
首
相

　 

と
こ
ろ
が
、 

安
倍
首
相
は
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
、
憲
法
の
明
文
改

正
で
は
な
く
、
解
釈
改
憲
に
よ
っ
て
、
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
「責
任
者
は

私
」
と
言
い
放
ち
、
歴
代
の
自
民
党
内

閣
も
認
め
な
か
っ
た
集
団
的
自
衛
権
の

容
認
を
押
し
進
め
て
い
ま
す
。
歴
代
の

政
府
が
積
み
上
げ
、
定
着
さ
せ
て
き
た

憲
法
の
解
釈
を
、
一
内
閣
の
解
釈
に

よ
っ
て
変
更
し
て
し
ま
え
ば
、
立
憲
主

義
の
根
幹
で
、
「権
力
者
を
縛
る
」
と
い

う
最
も
大
切
な
部
分
を
否
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　 

安
倍
首
相
は
、
早
け
れ
ば
今
夏
に
も

閣
議
決
定
に
よ
っ
て
憲
法
解
釈
を
変
更

○ 「集団的自衛権の行使」 は 「憲法の認めている所

　ではないと考えている。」 （１９８０年１０月 1 ４日、 鈴

　木善幸首相の答弁）

○ 「法規範そのものが変わっていない中、 解釈の

変更で対応するのは非常に難しい。 実現するには

憲法改正が適切だろう」 （２０１３年８月２０日山本元

内閣法制局長･最高裁判事就任会見）

歴代内閣の解釈

※
当
初
の
国
連
憲
章
に
は
、
個
別
的
ま
た
は
集
団
的
自
衛
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な

か
っ
た
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
に
お
い
て
集
団
的
安
全
保
障
の
措
置
が
取
ら
れ
る
ま

で
の
間
、
共
同
防
衛
を
行
う
法
的
根
拠
を
確
保
す
る
た
め
に
集
団
的
自
衛
権
が
国
連

憲
章
に
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

な
く
、
「日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」
を

作
成
し
、
憲
法
の
書
き
換
え
と
そ
の
関

連
法
制
の
改
正
に
よ
る
明
文
改
憲
を
目

指
し
て
き
た
の
で
す
。

し
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
を
強

行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
さ
に

待
っ
た
な
し
の
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

憲法９条と自衛隊

①自衛隊の解釈

　平和主義の理想を掲げる日本国憲法は、

第９条に 「戦争放棄」 「戦力不保持及び交戦

権の否認」 などを謳っています。 しかし、 政

府は、 憲法９条が主権国家としての固有の自

衛権を否定するものではないと解釈し、 専守

防衛を基本に 自衛のための必要最小限度の

実力組織という建前で自衛隊を保持していま

す。

 ②自衛隊が抱える矛盾

　歴代内閣は、 自衛隊の存在を合憲とする理

屈として、 「自衛のための必要最小限度の実

力組織」 としてきました。 しかし、 安倍首相が

進める解釈改憲によって、 集団的自衛権の

行使が可能としてしまえば、 自衛隊は 「自衛

のための最小限度の実力組織」 ではなく、 憲

法違反の 「戦力」 となります。 集団的自衛権

の行使容認は、 歴代内閣が積み上げてきた

「自衛隊合憲論」 を崩壊させるものです。
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最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
で
格
差
是
正

地
域
経
済
の
底
上
げ
を
実
現
し
よ
う

東京 ８６９円
神奈川 ８６８円
大阪 ８１９円
香川 ６８６円
愛媛 ６６６円
徳島 ６６６円
高知 ６６４円

 東京 ･ 神奈川 ･ 大阪

 と四国の最低賃金

最
低
賃
金
の
決
ま
り
方

　 

最
低
賃
金
は
、
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
で
審
議
し
、
労
働
局
長
が
決
定
し

ま
す
。
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
毎

年
、
地
方
の
最
低
賃
金
額
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
労
連
は
、
こ

の
審
議
会
で
意
見
陳
述
や
異
議
の
申
し

出
を
行
い
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
労
働
局
の

賃
金
室
へ
も
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
審
議
会
委
員
は
２
年
に
１
度
改
選

と
な
り
ま
す
。
労
働
者
側
委
員
５
人
、

使
用
者
側
委
員
５
人
、
公
益
委
員
５

人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
労
働
者
側
委

員
は
す
べ
て
連
合
系
の
労
働
組
合
が
占

め
て
い
ま
す
。

低
す
ぎ
る
最
賃
と
広
が
る
格
差

　 

日
本
の
最
低
賃
金
は
、
各
都
道
府
県

ご
と
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の

最
低
賃
金
は
時
給
８
６
９
円
で
す
が
、

全
国
最
下
位
の
高
知
県
の
時
給
は
６
６

４
円
で
、
そ
の
差
は
２
０
５
円
と
な
っ
て

お
り
、
年
間
１
８
０
０
時
間
働
け
ば
、

同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
３
６
万
９
０

決
定

意
見
書
の
提
出

労
働
局
か
ら
審
議
会
へ
諮
問

答
申
趣
旨
の
公
示

調
査
審
議

関
係
労
使
の

意
見
聴
取

答
申

異
議
の
申
出

審
議
会
の
意
見

決
定
の
公
示

効
力
発
生

最低賃金の決まり方

都道府県労働局長が

行う事項

最低賃金審議会が

行う事項

労働者又は使用者が

行う事項

　
４
月
は
２
９
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
６
人
の
相
談
者
が
医
労
連

や
自
交
総
連
、
年
金
者
組
合
に
加
入

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
加
入

者
は
、
加
入
組
織
の
支
援
を
う
け

て
、
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
労
働
条

件
改
善
な
ど
を
め
ぐ
る
問
題
の
早
期

解
決
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
相
談
の
う
ち
、
働
く
貧
困
者
の

典
型
例
の
よ
う
な
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。
５
０
代
の
男
性
か
ら
の
相
談
で

し
た
。
神
戸
市
に
本
社
の
あ
る
警
備

会
社
に
雇
わ
れ
ま
し
た
。
髙
知
市
に

仕
事
が
あ
る
か
ら
と
行
っ
て
と
指
示

を
さ
れ
、
工
事
現
場
の
交
通
整
理
員

や
夜
間
の
施
設
管
理
な
ど
の
仕
事
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
雇

用
時
の
契
約
で
は
、
会
社
の
寮
が
あ

る
、
家
賃
は
、
水
光
熱
費
を
含
め
て

１
５
，
０
０
０
円
と
の
説
明
を
受
け
、

髙
知
に
来
た
所
、
そ
の
寮
は
、
手
狭

な
会
社
事
務
所
の
２
階
の
一
室
で
、

空
調
設
備
も
風
呂
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
布
団
も
な
く
、
寝
袋
で
寝
泊

ま
り
を
さ
せ
ら
れ
る
始
末
で
す
。
仕

事
も
毎
日
で
は
な
く
、
月
に
１
１
日

程
度
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
日
雇
い
状

態
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
も
時
間
給
は
髙
知
の
最
低
賃
金
を

わ
ず
か
２
円
超
え
た
６
６
６
円
で
、
１

カ
月
の
賃
金
は
１
０
万
円
に
も
満
た
な

い
超
低
賃
金
で
し
た
。
そ
の
上
、
会
社

か
ら
の
家
賃
の
請
求
は
、
１
５
，
０
０

０
円
で
は
な
く
、
水
光
熱
費
は
別
に

払
え
と
３
万
円
を
請
求
さ
れ
ま
し

た
。
「約
束
が
違
う
、
生
活
が
で
き
な

い
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
、
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
込
ん
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
ケ
－
ス
は
、
契
約
不
履

行
は
も
と
よ
り
、
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
に
も

似
た
労
働
者
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
だ
不

当
な
行
為
で
す
。
雇
用
契
約
（条
件
）

が
事
実
と
違
う
場
合
に
は
、
労
働
者

は
、
雇
用
契
約
を
解
除
で
き
る
と
労

働
基
準
法
（１
５
条
）
で
は
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
退
職
問
題
が
解

決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
親
身
に
な
っ
て
支

援
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
相
談
者
自

ら
が
、
生
活
で
き
な
い
と
、
不
満
を

抱
き
つ
つ
、
悪
質
企
業
に
見
切
り
を
つ

け
て
知
人
を
つ
て
に
、
県
外
で
の
新
た

な
就
職
先
を
求
め
て
離
髙
し
て
い
き
ま

し
た
。
企
業
に
は
、
人
間
ら
し
く
働

き
、
人
た
る
に
値
す
る
生
活
が
で
き
る

賃
金
・
労
働
条
件
を
強
く
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
労
連

は
毎
月
の
デ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
デ
ー
の

街
頭
宣
伝
行
動
で
、
企
業
は
社
会
的

責
任
を
果
た
せ
、
働
く
ル
ー
ル
の
確
立

を
・
・
と
の
世
論
を
高
め
る
た
め
に
訴

え
続
け
て
い
ま
す
。

樫
や
ん
奮
戦
記
30

０
０
円
も
の
格
差
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
の
最
低
賃
金
で
は
、
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
た
と
し
て
も
、
年
収
が
１
６
０

万
円
か
ら
１
２
０
万
円
ほ
ど
に
し
か
な
ら

ず
、
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

高
知
県
議
会
が
全
会
一
致
で
可
決

　 

高
知
県
議
会
は
３
月
１
９
日
、
「最

低
賃
金
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
最
低
賃

金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
や
、
地
域
間

格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
施
策
の
早

期
実
現
を
政
府
に
求
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
意
見
書
で
は
、
「最
低
賃
金

で
は
到
底
ま
と
も
な
暮
ら
し
は
で
き
な

い
」
「生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
暮
ら
し
、

働
き
続
け
た
い
と
の
願
い
に
応
え
る
た
め

に
も
最
低
賃
金
の
地
域
格
差
の
是
正
へ

の
改
正
と
金
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が

必
要
」
と
の
べ
て
お
り
、
最
低
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
は
、
高
知
県
全
体
の

世
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
議
会
は
こ
れ
か
ら
が
本
番

　 

県
労
連
で
は
、
こ
の
追
い
風
の
力
も

利
用
し
な
が
ら
、
審
議
会
へ大
幅
な
引

き
上
げ
と
格
差
是
正
を
迫
り
ま
す
。

５
月
２
７
日
に
は
全
労
連
四
国
地
区
協

で
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
幅
広
な
共
同
を
創
り
出
し
、

最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
ま
し
ょ
う
。



(4）２０１４年５月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１６２

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
５
月
７
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

　

１
６
１
号
の
答
え
は
「
ラ
ン
ド

セ
ル
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下
の

方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

戦
争
へ　
ボ
ク
ボ
ク
詐
欺
の
　
安
倍
暴
君

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（源
　
朝
光
）

　
　
　

高
田　

博
通　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

谷　
　

英
輝　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

廣
井　

和
昭　

さ
ん

　
　
　
（
こ
う
ち
生
協
労
組
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

当
選
で
　
名
前
が
ば
れ
る
　
狸
か
な

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

【ヨコのカギ】

①おとなりさん　③

ウィット。 ○○に富

む　⑤取材活動を

――させてしまう秘

密保護法　⑦初め

の章　⑨ぐっすり眠

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
台
風
接
近
の

た
め
―
―
休
校
に
な
る
　
②
こ
ち

ら
は
廃
品
―
―
車
で
す
　
③
茶
出

し
と
も
言
う
　
④
○
○
８
０
年
の

古
民
家
　
⑥
大
衆
―
―
で
昼
食
を

と
る
　
⑧
残
り
。
―
―
米
　
⑩

―
―
の1

つ
も
言
い
た
く
な
る
　

⑪
○
○
哀
楽
を
表
す

ること　⑪度の

強いこと。――

の近視　⑫３位

で○○メダルを

獲得　⑬――

つらみ。 積年

の――

９
条
号
　
走
れ
走
れ
と
　
民
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

第16 回働くものの学習交流集会

温
暖
化
　
地
球
規
模
で
　
深
刻
化

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
　
（秋
桜
）

【日程】　５月３０日 （土）　１３時～

○原発反対。福島の自分の家に帰りたくても帰れない方が多数い

るにもかかわらず、 原発を進めようとしているのですね。 思いや

る心を持ってほしいと願うばかりです。 自治労連 （H･T）

さまざまな情報をHPに掲載しています
　｢高知県労連｣で検索を

おたよりの紹介

○孫が今年から小学１年生！！青いランドセルを背負って送迎バ

スにのって通学しています。 学校が終わると学童があり、 またバ

スで帰ります。 時代はかわりますね ...。 自治労連 （A･H）

○1999年より室戸市役所へ勤めて、 はや１５年。 今回初めて図

書券プレゼントへ応募します。 当たりますように。 自治労連 （H･

T）

○いつも楽しく読んでいます。多くの単組の情報ものっていて参

考になります。 こうち生協労組 （K･H）

○高知城のボンボリを見てきました。この訴えが届くといいですね。

県教組 （Y･S）

６月１日 （日） ～１２時

【場所】　香川県みろく自然公園　　

in うどん県

【日程】　６月２１日 （土） ～２２日 （日）

【場所】　岡山国際交流センター

いの健中四国ブロックセミナー in 岡山

『第１次』 最賃デーのご紹介

【日　 程】　５月２７日 （火） ７ ： ５０～

【スタート】　県庁前宣伝

　　　　　  労働局前集会

                    労働局要請

                   高知ビルメンテナンス懇談

                   最賃署名 ・ 宣伝行動

 最賃個人署名へのご協力を！


